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関山研（基礎工・物性物理工学領域）、北川研（基礎工・電子光科学領域）については 2021 年度については一時的に受入れをしない。 



科 目 名  物質科学研究室ローテーション 1 
Materials Science Laboratory Rotation 1 

時間割コード 9C0011※  単 位 数  2 単位 
担当教員  飯島 賢二  居室：基礎工 G204   内線：6474 

e-mail: e-jima@msc.osaka-u.ac.jp 
質問受付 適時

履修対象 博士前期課程大学院生

開講時期 ６月〜１２月の間の３ヶ月間（２０時間程度／週）（詳細は受け入れ研究室の

指導教官が指示）

講 義 室  各受け入れ研究室の指導教官が指示する。

授業の目的・概要

自分の専門以外の研究領域に属する他研究室での研究・教育指導を体験（約

３ヶ月間）することにより、物質科学の特定の研究領域における「高度な専

門性」に加えて幅広く異分野に触れる機会を持つ。実施にあたり PBL(Project 
Based Learning)の手法を用い受け入れ先指導教員と３ヶ月間の取組み目標

を議論して、マイルストーン含み計画に落とし込む（プロジェクト化）。期間

中は計画の修正を行いながら目標の達成を目指す。

学習目標  （１）自分の主専門とは異なる研究手法、研究領域に対する興味や実践に伴う

知識を備えた「複眼的思考」や「俯瞰的視点」、（２）他の専門領域の研究者と

互いの専門領域をベースとして議論ができる「コミュニケーション力」を習得

する。（３）目標の明確化と計画立案、目標達成に向けた計画推進力を修得す

る。

履修条件 インタラクテイブ物質科学・カデットプログラム履修生であること。

授業計画 専門研究を本格的に始める前に、他の研究領域の範疇に属する他

研究室にて、異分野の研究を体験する。履修生は、１つの研究室［自分の所属

する専攻以外（基礎工の場合は領域以外）］に所属し、受け入れ研究室での研

究・教育指導を受ける。合わせて、計画立案と推進力について修得する。

教 科 書 各受け入れ研究室の指示に従う。

参 考 書 各受け入れ研究室の指示に従う。

成績評価 成果報告書と成果発表会での発表をもとに成績を評価する。

※基礎工所属学生については「基礎工学研究室ローテーションＢ」で履修登録を行うこと。

詳細は基礎工大学院係へ問合せすること。
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科 目 名 物質科学研究室ローテーション２

Materials Science Laboratory Rotation 2 
時間割コード 9C0012※ 
単 位 数  2 単位 
担当教員 飯島 賢二 居室：基礎工 G204 内線：6474 

  email：e-jima@msc.osaka-u.ac.jp 
質問受付 適時

履修対象 博士前期課程・後期課程の大学院生

開講時期 ６月〜１２月の間の３ヶ月間（２０時間程度／週）（詳細は受け入れ研究室の

指導教官が指示）

講 義 室  各受け入れ研究室の指導教官が指示する。

授業の目的・概要

 専門研究を本格化させた後、例えば自ら作製した資料を持って測定系の研

究室に乗りこむ、自らの実験結果の理論解析のため理論研究室に常駐するな

ど、専門研究の幅をひろげるための取組みを行う。実施にあたり PBL(Project 
Based Learning)の手法を用い受け入れ先指導教員と３ヶ月間の取組み目標

を議論して、マイルストーン含み計画に落とし込む（プロジェクト化）。期間

中は計画の修正を行いながら目標の達成を目指す。

学習目標 自分の主専門とは異なる研究領域での研究手法を活用して自己の専門力の深み

と幅をひろげることを目標としています。また、目標の明確化と計画立案、目

標達成に向けた計画推進力を修得する。

履修条件 インタラクテイブ物質科学・カデットプログラム履修生であること。

授業計画 専門研究を本格的に始めた後、研究の幅を更に広げることを目的とする。履修

生は、１つの研究室［自分の所属する専攻以外（基礎工の場合は領域以外）］

に所属し、受け入れ研究室での研究・教育指導を受ける。

教 科 書 各受け入れ研究室の指示に従う。

参 考 書 各受け入れ研究室の指示に従う。

成績評価 成果報告書と成果発表会の発表をもとに成績を評価する。

※基礎工所属学生については「基礎工学研究室ローテーションＢ」で履修登録を行うこと。

詳細は基礎工大学院係へ問合せすること。
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